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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　減圧室２６内の反応ガスが所定の圧力以下であり、反応ガスのピストン１００に対する
押圧力と、第１コイルスプリング６０による第１リテーナ５６を介しての弁棒８０に対す
る弾発付勢力の合計が、第２コイルスプリング１４０によるピストン１００に対する弾発
付勢力よりも小さいときには、ピストン１００が変位することはない。この場合、反応ガ
スは、減圧室２６から導出経路に向かい、出口ポート３０から、ガス出口側継手１３２内
の出口流路１３４を流通して減圧弁１０の外部に導出される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　これに対し、減圧室２６内の反応ガスが十分に高圧であり、このために減圧室２６に到
達した反応ガスのピストン１００に対する押圧力と、第１コイルスプリング６０による第
１リテーナ５６を介しての弁棒８０に対する弾発付勢力の合計が、第２コイルスプリング
１４０によるピストン１００に対する弾発付勢力を上回ると、ピストン１００が上方に変
位する。上記したようにピストン１００には係止部材１０６を介して弁棒８０が連結され
ているため、弁棒８０もピストン１００に追従して上方に変位する。この際、弁棒８０の
側周壁が、主には第２挿通孔５８の内周壁に摺接する。また、第１コイルスプリング６０
が伸張する一方で、第２コイルスプリング１４０が収縮する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　減圧室２６に進入した反応ガスが導出流路２８、出口ポート３０及び出口流路１３４を
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介して減圧弁１０の外部に導出されると、減圧室２６内の圧力（換言すれば、ピストン１
００に対する押圧力）が低下する。そして、第２コイルスプリング１４０による弾発付勢
力が、減圧室２６内の反応ガスのピストン１００に対する押圧力と、第１コイルスプリン
グ６０による弁棒８０に対する弾発付勢力の合計を上回ると、ピストン１００が下方に変
位する。これに追従し、該ピストン１００に連結された弁棒８０も下方に変位するととも
に、第１コイルスプリング６０が収縮する。さらに、第２コイルスプリング１４０が伸張
する。
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